
令和２年度 第２回留萌市地域公共交通活性化協議会 議事録 

 

１．日 時 令和３年３月１９日（火） １６：００～ 

 

２．場 所 留萌市幸町１丁目 

      留萌市役所３階 ３・４号会議室 

 

３．出席者 渡辺稔之会長、珍田亮子副会長、田下啓一監査、塚本壽三郎監査、 

藤井信由委員、佐々木一弘委員、上原慎一郎委員、安田善見委員、 

山中徹也委員、九笹英司委員、向井智仁委員           

傍聴者 ５名（報道機関３名、随行者２名） 

事務局 ３名 

 

４．会議次第 

 （１）開 会 

 

（２）委嘱状交付 

 

（３）会長挨拶 

 

（４）議 題 

    ①留萌市地域公共交通活性化協議会規約の改正について 

②地域公共交通計画策定に伴う公募型プロポーザルの実施について 

③公募型プロポーザルにおける仕様書及び評価表 

④当面のスケジュールについて 

 

（５）その他 

 

（６）閉 会 

 

５．配布資料 

・次第 

・資料１   留萌市地域公共交通活性化協議会規約（案） 

・資料２-１ 留萌市地域公共交通計画策定支援業務委託公募型プロポーザル実施要領（案） 

・資料２-２ 留萌市地域公共交通計画策定支援業務プロポーザル選定委員会設置要領（案） 

・資料３-１ 仕様書（案） 

・資料３-２ 評価表（案）※非公表資料 

・資料４   当面のスケジュール 

 



【会議概要】 

（１）開 会 

    

（２）委嘱状交付  ※各机上に配布済みのため手渡しは省略 

           新委員：九笹英司委員、遠藤一広委員（欠席） 

（３）会長挨拶 

  ▽渡辺稔之会長  

    本日は，大変ご多用の中，令和２年度第２回留萌市地域公共交通活性化協議会にご出席いただ

き，誠にありがとうございます。協議会の開催に先立ちまして、一言ごあいさつ申し上げます。 

後ほど事務局よりご説明がありますが、第２回協議会開催にあたり、北海道開発局留萌開発建設

部道路計画課長の九笹（くささ）様、また、本日都合によりご欠席となっておりますが、北海道中

央バス株式会社滝川営業所長の遠藤様の２名を委員に加え、地域公共交通計画の策定に向けた協

議を進めたいと考えております。 

市では先日、計画策定のため、国の補助金を申請し、交付予定額の内示を受けたところでござい

ます。また、市の新年度予算においても、計画策定のための予算について、先般の定例議会にて承

認されたところでございます。 

これから進めていく、地域公共交通計画の策定にあたりましては、市を取り巻く公共交通の現況

と、交通事業者、市民のニーズを十分に把握する必要があり、公共交通関連の業務実績が豊富なコ

ンサルティング会社の協力が不可欠であると考えているところでございます。 

そのため、本日の会議につきましては、地域公共交通活性化協議会規約の改正と地域公共交通計

画の策定に伴い、各種調査や素案作成業務を担っていただくコンサルティング会社を選定するプ

ロポーザルの実施要領や仕様について、ご協議をお願いしたいと考えておりますので、忌憚のない

ご意見を賜りますようお願い申し上げまして，挨拶とさせていただきます。 

 

（４）議 題 

   ①留萌市地域公共交通活性化協議会規約の改正について    

▽事務局からの説明 

    資料１ 留萌市地域公共交通活性化協議会規約（案） を参照。 

   意見・質問 

    意見・質問なし 

 

②地域公共交通計画策定に伴う公募型プロポーザルの実施について 

   ▽事務局からの説明 

  資料２-１ 留萌市地域公共交通計画策定支援業務委託公募型プロポーザル実施要領（案） 

資料２-２ 留萌市地域公共交通計画策定支援業務プロポーザル選定委員会設置要領（案） 

を参照。 

     意見・質問 

    意見・質問なし 



   ③ 公募型プロポーザルにおける仕様書及び評価表 

   ▽事務局からの説明      

  資料３-１ 仕様書（案） 

資料３-２ 評価表（案） を参照。 

   意見・質問 

    ▽九笹委員 

     「資料３-１ ３ 委託業務の内容について （２）市民ニーズの把握調査」において、1,650 世

帯を調査対象としているが、この世帯数にした根拠は。 

    ▽事務局（政策調整課加藤主任） 

     必要回答数 500 枚を回収するために設定したもの。アンケートの回収率がおよそ 30％である

と見込み、そこから逆算して 1,650 世帯に配布することとした。 

 

    ▽九笹委員 

     足の長い特急はぼろ号や高速るもい号も計画の対象となっているが、例えば小平町から留萌

市に来る方などはヒアリングの対象になっていないが、そのような意見はどのように計画に反

映させるのか。 

    ▽事務局（海野政策課長） 

     郊外線と市内線の利用実態をバス会社の協力のもと把握し、反映させる。 

     

    ▽九笹委員 

     公募の際に「資料３-２ 評価表（案）」は公表するのか。 

    ▽事務局（政策調整課加藤主任） 

     あくまで活性化協議会委員用の資料であるため、公表はしない。 

 

   ④当面のスケジュールについて 

   ▽事務局からの説明 

  資料４ 当面のスケジュール を参照。 

意見・質問 

    意見・質問なし 

 

（５）その他 

 

（６）閉 会    

    


